
(57)【要約】

【課題】　従来の超音波診断装置では、プローブの音響

レンズの端部が被検査体の表面と接触しない部分がある

と、表示した画像に大きなノイズが混入するという問題

がある。

【解決手段】　プローブの圧電体振動子から入力された

反射波の受信信号を出力する受信信号出力回路５に積分

回路６が接続され、この積分回路６はゲート制御信号が

入力されるゲート信号発生回路７に接続され、又、積分

回路６は比較回路８に接続され、比較回路８に閾値定数

出力回路９が接続され、さらに、受信信号出力回路５に

ゲート１０が接続され、ゲート１０に表示装置１１が接

続され、又、ゲート１０に比較回路８の出力端子が接続

されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 圧 電 体 振 動 子 を 等 間 隔 に 並 べ て 発 振 器 か ら 順 次 発 振 出 力 を 印 加 し て 、 超 音 波 を 出
力 し 、 そ れ ら の 超 音 波 の 反 射 信 号 の 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る プ ロ ー ブ と 、 該 プ ロ ー ブ
の そ れ ぞ れ の 圧 電 体 振 動 子 か ら の 反 射 信 号 を ゲ ー ト 信 号 発 生 回 路 か ら の ゲ ー ト 信 号 時 間 だ
け 積 分 す る 積 分 回 路 と 、 予 め 決 め ら れ た 閾 値 定 数 を 発 生 す る 閾 値 定 数 発 生 回 路 と 、 該 閾 値
定 数 発 生 回 路 か ら の 閾 値 定 数 と 前 記 積 分 回 路 で 積 分 さ れ た 積 分 信 号 を 比 較 す る 比 較 回 路 と
、 前 記 積 分 回 路 で 積 分 さ れ た 信 号 が 前 記 閾 値 定 数 よ り 大 き い 時 に 、 そ の 反 射 信 号 を 遮 断 す
る ゲ ー ト と 、 該 ゲ ー ト を 通 過 し た 前 記 プ ロ ー ブ の そ れ ぞ れ の 圧 電 体 振 動 子 か ら の 反 射 信 号
を 順 次 受 信 し て 表 示 す る 表 示 装 置 と か ら な り 、 前 記 プ ロ ー ブ の 前 記 圧 電 体 振 動 子 が 被 検 査
体 に 正 常 に 接 触 し て い る 状 態 の 圧 電 体 振 動 子 か ら の 信 号 の み を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 正 常 に 被 検 査 体 に 接 触 し て い る プ ロ ー ブ の 圧 電 体 振 動 子 か ら の 信 号 の み を 表
示 し て 画 質 を 向 上 さ せ る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 被 検 査 体 １ の 表 面 １ ａ に 複 数 の 圧 電
体 振 動 子 を 等 間 隔 に 並 べ て 装 着 し た プ ロ ー ブ ２ の 音 響 レ ン ズ ３ を ゲ ル ４ を 介 し て 接 触 さ せ
て 、 プ ロ ー ブ ２ の そ れ ぞ れ の 圧 電 体 振 動 子 か ら 超 音 波 を 照 射 し 、 そ の 反 射 波 を 受 信 し て 、
表 示 装 置 で 表 示 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ ロ ー ブ ２ の 音 響 レ ン ズ ３ の 端 部 が 被 検 査 体 １ の 表
面 １ ａ と 接 触 し な い 部 分 ３ ａ が あ る と 、 こ の 部 分 ３ ａ で は 、 音 空 気 等 の 強 力 な 反 射 が 生 じ
る が 、 従 来 は 、 プ ロ ー ブ ２ の 全 て の 圧 電 体 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 を 元 に 整 相 加 算 を 行 っ て
い る た め 、 表 示 し た 画 像 に 大 き な ノ イ ズ が 混 入 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ３ ０ ５ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 プ ロ ー ブ の 音 響 レ ン ズ の 端 部
が 被 検 査 体 の 表 面 と 接 触 し な い 部 分 が あ る と 、 表 示 し た 画 像 に 大 き な ノ イ ズ が 混 入 す る と
い う 問 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 プ ロ ー ブ は 複 数 の 圧 電 体 振 動 子 を 等 間 隔 に 並 べ て 発 振 器 か ら 順 次 発 振 出 力
を 印 加 し て 、 超 音 波 を 出 力 し 、 そ れ ら の 超 音 波 の 反 射 信 号 の 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 し 、
積 分 回 路 は プ ロ ー ブ の そ れ ぞ れ の 圧 電 体 振 動 子 か ら の 反 射 信 号 を ゲ ー ト 信 号 発 生 回 路 か ら
の ゲ ー ト 信 号 時 間 だ け 積 分 し 、 閾 値 定 数 発 生 回 路 は 予 め 決 め ら れ た 閾 値 定 数 を 発 生 し 、 比
較 回 路 は 閾 値 定 数 発 生 回 路 か ら の 閾 値 定 数 と 前 記 積 分 回 路 で 積 分 さ れ た 積 分 信 号 を 比 較 し
、 ゲ ー ト は 積 分 回 路 で 積 分 さ れ た 信 号 が 前 記 閾 値 定 数 よ り 大 き い 時 に 、 そ の 反 射 信 号 を 遮
断 し 、 表 示 装 置 は ゲ ー ト を 通 過 し た プ ロ ー ブ の そ れ ぞ れ の 圧 電 体 振 動 子 か ら の 反 射 信 号 を
順 次 受 信 し て 表 示 し 、 プ ロ ー ブ の 圧 電 体 振 動 子 が 被 検 査 体 に 正 常 に 接 触 し て い る 状 態 の 圧
電 体 振 動 子 か ら の 信 号 の み を 表 示 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 プ ロ ー ブ の 一 部 が 接 触 し て い な い 状 態 の 場 合 で も 、 接 触
し て い な い 部 分 の 圧 電 体 振 動 子 か ら 入 力 さ れ た 反 射 信 号 を 遮 断 す る こ と が で き る の で 、 表
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示 装 置 に 表 示 さ れ た 画 像 に 大 き な ノ イ ズ が 混 入 し な い と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 プ ロ ー ブ の 一 部 が 接 触 し て い な い 状 態 の 場 合 で も 、 接 触 し て い な い 部 分 の
圧 電 体 振 動 子 か ら 入 力 さ れ た 反 射 信 号 が 予 め 決 め ら れ た 閾 値 よ り 大 き い 信 号 を 遮 断 す る こ
と に よ り 、 表 示 装 置 に 表 示 さ れ た 画 像 に 大 き な ノ イ ズ が 混 入 し な い よ う に す る こ と が で き
た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で 、 プ ロ ー ブ の 圧 電 体 振 動 子 か ら
入 力 さ れ た 反 射 波 の 受 信 信 号 を 出 力 す る 受 信 信 号 出 力 回 路 ５ に 積 分 回 路 ６ が 接 続 さ れ 、 こ
の 積 分 回 路 ６ は ゲ ー ト 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る ゲ ー ト 信 号 発 生 回 路 ７ に 接 続 さ れ 、 又 、 積 分
回 路 ６ は 比 較 回 路 ８ に 接 続 さ れ 、 比 較 回 路 ８ に 閾 値 定 数 出 力 回 路 ９ が 接 続 さ れ 、 さ ら に 、
受 信 信 号 出 力 回 路 ５ に ゲ ー ト １ ０ が 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト １ ０ に 表 示 装 置 １ １ が 接 続 さ れ 、 又
、 ゲ ー ト １ ０ に 比 較 回 路 ８ の 出 力 端 子 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 被 検 査 体 １
の 表 面 １ ａ と 接 触 し い る プ ロ ー ブ ２ の 圧 電 体 振 動 子 か ら 反 射 波 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 被 検
査 体 １ の 表 面 １ ａ と 接 触 し て い る プ ロ ー ブ ２ の 圧 電 体 振 動 子 で は 、 受 信 信 号 出 力 回 路 か ５
ら ノ イ ズ が 混 入 し な い 反 射 波 信 号 が 入 力 さ れ る の で 、 受 信 信 号 出 力 回 路 ５ か ら の 反 射 波 信
号 は 積 分 回 路 ６ で ゲ ー ト 信 号 発 生 回 路 ７ か ら 入 力 さ れ た ゲ ー ト 制 御 信 号 の 間 だ け 積 分 さ れ
、 こ の 積 分 さ れ た 信 号 は 比 較 回 路 ８ に 入 力 さ れ 、 閾 値 定 数 出 力 回 路 ９ か ら の 閾 値 定 数 と 比
較 さ れ る が 、 閾 値 定 数 よ り 小 さ い の で 、 比 較 回 路 ８ か ら 比 較 信 号 は 出 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 受 信 信 号 出 力 回 路 ５ か ら 大 き な ノ イ ズ 信 号 が 混 入 さ れ た 反 射 波 信 号 が 積 分 回 路
６ に 入 力 さ れ る と 、 ゲ ー ト 信 号 発 生 回 路 ７ か ら 入 力 さ れ た ゲ ー ト 制 御 信 号 の 間 だ け ノ イ ズ
信 号 が 混 入 さ れ た 反 射 波 信 号 が 積 分 さ れ 、 こ の 積 分 さ れ た 反 射 波 信 号 は 比 較 回 路 ８ に 入 力
さ れ て 閾 値 定 数 出 力 回 路 ９ か ら の 閾 値 定 数 と 比 較 さ れ る と 、 ノ イ ズ 信 号 が 混 入 さ れ た 反 射
波 信 号 は 閾 値 定 数 よ り 大 き い 信 号 に な る の で 、 比 較 回 路 ８ か ら 比 較 信 号 が 出 力 さ れ 、 ゲ ー
ト １ ０ を 遮 断 し 、 表 示 装 置 １ １ に は 、 ノ イ ズ 信 号 が 混 入 さ れ た 反 射 波 信 号 は 入 力 さ れ な い
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 例 は 、 こ の よ う に 、 大 き な ノ イ ズ 信 号 が 混 入 さ れ た 反 射 波 信 号 は 積 分 回 路 ６ で ゲ
ー ト 信 号 の 間 だ け 積 分 す る こ と に よ り 、 閾 値 定 数 出 力 回 路 ９ か ら の 閾 値 定 数 よ り 大 き く な
り 、 こ の 積 分 さ れ た 反 射 波 信 号 が 比 較 回 路 ８ に 入 力 さ れ る と 、 閾 値 定 数 よ り 大 き い た め 、
比 較 回 路 ８ か ら 信 号 が 出 力 さ れ 、 ゲ ー ト １ ０ を 遮 断 し て 、 表 示 装 置 １ １ に ノ イ ズ が 混 入 し
た 反 射 波 信 号 は 表 示 さ れ な い と い う 利 点 が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 に お い て 、 比 較 回 路 ８ で 反 射 波 信 号 が 閾 値 定 数 よ り 大 き い 時 に ゲ ー ト
１ ０ の 遮 断 信 号 を 出 力 し た が 、 ゲ ー ト １ ０ を 常 に 遮 断 状 態 に し 、 反 射 波 信 号 が 閾 値 定 数 よ
り 小 さ い 時 に 、 比 較 回 路 ８ よ り ゲ ー ト １ ０ を オ ン 状 態 に す る オ ン 信 号 を 出 力 す れ ば 、 初 期
状 態 の 時 に 、 表 示 装 置 １ １ に ノ イ ズ が 混 入 し た 反 射 波 信 号 は 表 示 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 被 検 査 体 と プ ロ ー ブ の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 受 信 信 号 出 力 回 路
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　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 積 分 回 路
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 ゲ ー ト 信 号 発 生 回 路
　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 比 較 回 路
　 ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 閾 値 定 数 出 力 回 路
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 ゲ ー ト
　 １ １ 　 　 　 　 　 　 　 表 示 装 置

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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